

































































































































































































































































































































































































































































































































































次郎画伯遺作展覧会」が開かれた。その後、形見分けの品が藤島に送られてきたのであろう。これに対する礼状である。児島は一九二八年にフランス政府からオフィシエ・ド・ランストリュクション・ピュブリック勲章を贈られていたが、東京美術学校あるいは藤島が代わり 受け取っていた様子である 「記念として進呈仕候」という表現には違和感が残るが、この手紙と別送 友子に送るという内容である。十一月に開館する と なる大原美術館に児島の作品が展示されることが決まっていたようで、一緒に展観してはどうか 提案している。
